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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　フランス語はＳ十Ｖ十〇型の言語である。伝統的な文法で基本文型といわれる

　１．Ｓ十Ｖ　２．Ｓ十Ｖ十Ａ　３．Ｓ十Ｖ十〇Ｄ　４．Ｓ十Ｖ十〇１　５．Ｓ十Ｖ十〇Ｄ十〇１

６．Ｓ十Ｖ十〇Ｄ十Ａ

　においてもＳ十Ｖは首尾一貫してその語順を保っている。これに対してＶ十Ｓの語順は主語の倒

置(L'inversion du suiet)と呼ばれるが，この名称は大なり小なりこの語順が本来あるべき姿

Ｓ十Ｖからへだったものであると感じられていることを示しているようだ。しかしながらフランス

語において倒置は決してめすらしくなく，特定の場所，言いまわしに現われるのは周知のごとくで

ある。

　たとえばII y a構文を始めとする一連の存在を示す文はテクスド中にあってかなり多いが，

｡実際のところ，これらの文はＶ十Ｓの語順である。本稿においては，談話文法的な立場から，11

yａ構文，それに類する非人称構文，自動詞（及び自動詞化した代名動詞）を用いた一般に倒置と

みなされている構文が，実は基本的語順（Ｌ十Ｖ十Ｓ）を有していて，それ自体で独自の一群をな

すものと考えた方が自然でないかという仮説を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．

　　まずフランス語の存在文の構造を見てみよう。存在文とは基本的には「不特定な事物の有無多

少を表わす文」（久野）（’）ということが出来る。これは平たく言えば「どこそこに何々がある。」

と，何かの存在を示す文である。フランス語において典型的・代表的なものはU y aを用いた構

文である。いくつ力ゆjを挙げてみよう。

　　（1）11 y ａ un livre sur la table.

　　（2）111y a beaucoup de monde.

　　（3）11 y ａ beaucoup de fourmis dans ce trou.

　　（4）11 doit y avoir quelque chose.

　　（5･）11y en ａ quelques exemples.

　　（6）Il y ａ eu un accident au croisement.

　　（7）Il n’ya plus d'argent ＆ｌａmaison.

　　（8）11 n’yａ pas grand-chose a manger dans ce restaurant.

　　（9）11 n’yａ personne qui sache parler allemand.
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(10)

(Ｈ)

(12)

(13)
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11 n'y avait dans la salle aucun de mes collegues.　　　　　・

11 y avait une centaine d'etrangers dont trente Francais.

11 n'y ａ pas de fumee sans feu.

II y ａ une unite latine, mais elle n'est pas evidente au premier coup d'oeil.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 310)

　　(14) II y ａ pa rente entre eux.

　II y a構文は，以上のように，具体的な物から抽象的なもめまで様々な存在について用いられ，

フランス語にあって，少しもめずらしい文ではない。

　ところで11 y a構文は，非人称のilが用いられていて，真の主語は後方にあり，明らかに

Ｖ十Ｓの語順である。これはフランス語の平叙文全体を統括するＳ十Ｖの語順に反する。反するか

らこそ仮のS（＝11）を文頭に配置したのであろうが，問題はなぜIIを立ててまでＶ十Ｓの

語順にしなければならないのかということである。さらにまたフランス語では統辞上の諸単位の関

係に敏感で，代名詞は厳密に用いられるが，純粋の中性代名詞と見た場合はII y a構文のｙ

は何を指しているのか，はっきりしない，という問題もある。

　　(15) a. II y ａ un livre sur la table.

　がＳ十Ｖが倒置して出来ている文だと仮定しよう。そうするとＳ十Ｖの形に戻すことが可能なは

ずである。 avoir は用いることが出来ないのでetreを用いると,。

　　（15）b.＊Un livre est sur la table.

　となるが，この文は非文である。　　　　　　　　＜

　又，主語を特定のものに変え，　　　　　　　　　　　‘　，

　　(16) a. Ce livre est sur la table.

　という文法的な文を逆にII y a構文にすると，

　　(16) b. *I1 y ａ ce livre sur la table.

　と，非文になってしまう。

　　（１）から(14)の文はすべて不特定なものがＳになっている。

　　(15)b. (16)b.の制限は何に由来するのだろうか。，･，ｊ

　フランス語では次のように述部が恒常的状態を表わしていると，不定名詞が主語になり得ない。（2）

　　（17）＊Ｕｎieune homme est etudiant･

　　（18）＊Ｕｎlivre est tres interessant.

　　(19) *Plusieurs jeunes fillessont jolies｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’･　　　　　　(Q7)叫闘は泉による）（3〉

　　(15)b.の制限は，このことと関係しているように思う。

　また（16）b.の制限は, ce livre と言うからには, II y a un ･livre.ということが前提となっ

ているはずで，その論理的矛盾の中にある。

　こうして見てみるとII y a構文はＳ＋Ｖを倒置させたものと考えるより，Ｖ＋Ｓをその基本

的な構造として独自に有しているとみなす方が自然ではないかと思われるのである。

　この考え方は，久野氏によって示されたもので，主に日本語，英語の存在文の語順の解明に，フ

ランス語の（15）（16）も証拠の一つに用いられている（５）。

　久野氏によればＳ十〇十Ｖ型の言語（日本語）は，Ｌ十Ｓ十Ｖの語順，Ｓ十Ｖ十〇型の言語（英

語等）はＬ十Ｖ十Ｓの語順が存在文の基本語順である（4）。（Ｌは場所辞を表わす。）

　久野氏は主として文中の二つの数量詞の解釈を手がかりに英語のThere構文をＳ十Ｖ十Ｌか

ら派生したものではなくＬ十Ｖ十Ｓの基本語順をもつものであることを証明する（５）のであるが，
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英・仏・西語等で，表層文では，つまり実際には，Ｌが文末にくることを「「表層文の基本パタン

は，主語で始まる」という強い構造的制約を持っているからだ（６）」と考える。

　｡(20) a. There is ａ book on the table.
　　　一一　　　､/　j　j

（20）b.Ily

j

ｕnli

よ

ｅＳｕｒla

/

table.
　　　一一

　英語のthereは主語的な機能をもつものらしいロ)。フランス語のIIはまぎれもない主語

である。したがってフランス語の場合，Ｓの充当詞として立った11がＬをＳの後へ追いやった

と考えられる。，ｙは場所辞移動後のコピーであろう。この過程を図示すると，次のようになろう。

匹。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n. (i)

　　U y a構文の他に存在文と考えられる一群の非人称構文があるいｏ。これらはII y a～ほど多

く現われないが，明らかに，その構造，機能ともに.II y a～と酷似している。

［存在］

(1) 11 est des hommes qui pensent autrement.

（2）Il n'est rien d'aussi beau.

（3）ll etait une fois un bon roi et une. bonne reine.

（4）　Au bout d'une distance indeterminee, il se trouvait toujours une place confuse

　　　　ou expirait son reve.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＢＯＶＡＲＹ，p.343）

（5）（｡..) il existe des principes dominants en morphologie aussi bien qu'en phonetique.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 50)

（6）（…）il existe bien des sortes de gutturales, et bien des sortes de dentales ；　。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 51)

( 7 ) Depuis qu'il existe une garmmaire comparee systematique, （…）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＭＥＩＬＬＥＴ，p.131）

（8）ll n'existe pas de beaute absolue.

［発生］

(9) Chaque jour, il arrive beaucoup d'accidents.

(10) II n'est arrive rien de grave.

(11) U arrive deux gar^ons.

(12) 11leur est arrive un accident etrange.

(13) II vient une idee aux en fants.

(14) II est venu trois personnes.

(15) II est venu beacoup de monde.

(16) II lui est venu des boutons au visage.

(17) U se fit un grand silence.
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(18)

(19)

(20)

(2D

(22)

(23)
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II s'eleve des difficultes.

11en sortait des etincelles.

II en est sorti une fumee.

II lui est echappe une parole imprudente.

II s'est passe alors quelque chose de bizarre.

II s'est produit un petit accident.

［残存］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　‘

（24）　II ne reste done plus, en frangais moderne. que des neχions de nombre et de genre.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　(TABLEAU, p. 162)

（25）（.‥）il reste ｄｅｕχformes pourvues de ｎｅχｉｏｎ:nous‘aimons,。us aimez.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 177)

(26) U subsiste pourtant un grand fait, et ou la linguistique est interessee.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 332)

(27) De toute ma compagnie, il ne restait debout que six hommes et ｍ・i.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　(L'ENLEVEMENT, p. 477)

（28）（.‥）il subsiste toujours dans le systeme nouvむau line portion notable du systeme

　　　ancien, (...)　　　　　　　　　　　　　　　　　｀’　　　　　　　　(MEILLET, p. 85)

[経過・流布]

(29) II s'ecoula plusieurs heures.

(30)Il ne se passe pas de jour qu'ilne me telephone.

(3D II court d'etranges nouvelles.

(32) II s'est raconte beaucoup de choses.

[前後関係]

(33)11 s'ensuit plusieurs consequences.

(34) II n'est rien sorti de nos recherches.

(35) II entre de la colere dans sa decision.

［出現］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●，

(36) II apparait de temps en temps sur la surface de la terre des hommes rares.

（37）11 va paraltre une nouvelle edition de cet ouvrage.

[生誕]

(38) II lui est n6 une fille.

(39) II natt plus d'enfants chez les pauvres que chez les riches.

[欠如]

(40)Ｉｌ manque beaucoup de choses.　　　　　　　‥　　　･‘

(４Ｄ　II manque une chose pour realiser ce pro jet: c'est‘leforids.
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［死亡］　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

(42) II meurt, an nee moyenne, deux mille personnes dans cette ville.

85

　以上の例では一応意味によって分類をしてみたが，いずれも存在に関与した文であることは，す

ぐ見てとれる。（１）～（５）等を「Ｓが存在している」と表現すれば(9)～（23）等は［7Sが存在

に至る］ということになるかもしれない。しかし11 arrive un accident./Il y ａ un accident.

のそれぞれについて「事故が起る。」「事故がある。」と両様に訳し得るように，そこに明確な一

線が引かれているわけではない。肝腎なのはこれらの文でＳの存在に焦点があたっていることであ

る。

　興味深いのは（40）（４Ｄ II manque…　(42) II meurt…　で，これらは，いわば空集合の存在

とでも言えようか。次のような表現間の連想が働いていることも十分考えられる。

　　　　　　　　　　　　11 y ａ: １１manque ＝11 naTt : II meurt

　II manque の場合，不定のＳのみでなく，特定された形のＳがくることが多い。これは「欠け

ている」と言うからには，その成員全体の存在は特定されていることが多いわけで，それによって

限定を受けているためではないかと思われる。もし何か欠けているかがすでにわかっていれば，こ

の文は何の意味ももたないわけであるから，その意味の特定と考えるわけにはいかない。

　又，11 reste の場合も，定，不定の制限がないのであるが，これも同じ理屈で，ある成員全体

の存在が特定された後，何か残っているか述べるため限定された形になるらしい。事実，このよう

な文では，成員全体が何かが示されていることが多いようだ。

［不特定の例］

(43) II manque encore six francs.

(44) II manque beaucoup de choses.

(45) II manque un eleve: sa place est vide.

[特定の例]

(46)几out le monde est l&？-II manque Ｐｉｅｒｒｅ、

(tout le monde は成員全体の表示，特定―Pierre ･が現われている。）

(8.5)

((46)は朝倉による)

[不特定の例]

(47) II nous reste encore deux heures.

(48) Des orateurs, il reste peu de chose.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(TABLEAU, p. 238)

(49)－le frangais, ou il ne reste rien de la notion d'aspect, et ou le temps est rendu

　　　avec tout un luxe de nuances.　　　　　　　　　　　　　　　　　・(MEILLET, p. 186)

(50)ll ne reste done plus, en frangais moderne, que des flexions de nombre et de genre･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(TABLEAU, p. 162)

[特定の例]

(５Ｄ　De toute ma com ie, il ne restait debout que six hommes et moi.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

(L'ENLEVEMENT, p.　４７７)
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(toute ma compagnie は成員全体の表示，よってmgiが表われ得る。）

（52）11 reste ce dernier probl6me.･　　　　　　　　　。

（一つしか残っていない(dernier)なら全体の表示がなくても無論特定。）

(53). II reste vous au milieu de ces trois foUes.二II reste moi.

　　　　　-　　　　　　-(ces trois folles は成員全体の表示，よって特定vous, moi)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（励縫は朝倉による) (9)

　また，これと全く同様の原理にもとづくと思われるのが, II n’yａ que, II n’y a plus que

における特定のＳの出現である。この場合，ｎｅ…qｕｅ（何々しかない）のであるから一つ（あるい

はーまとめのもの）である。一つしか残っていないのなら（52）と同じで，そのことによって限定

されてしまう。

　(54) U n’yａ que les enfants ａ la maison.

　(55) II n’yavait plus que nous deux dans le pare.

　したがって，ｎ manque～，11 reste ～に特定のＳが出ても，その特定の意味は違い，存在

文におけるＬ十Ｖ十Ｓ（不特定）の原則を破っているわけではないのである。

　非人称構文を取るためには，動詞に存在のあるいは存在に至る意味がなければならないことを確

認しておこう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　I･

　　(56) a. II est venu beaucoup de monde.

　　　　b. *I1 est alle beaucoup de monde.

　　(57) a. II arrive deux garcons.

　　　　b.＊ｎ part deｕχgarcons.　　　　　　　　　　　　　゛　rl

　　(58) a. II passe quelques soldats.

　　　　b. *n disparaTt quelques soldats.　　　バ

　　その他，消失，消滅の意味の動詞は不可能である。

　　　＊11 s'eteint　＊Ｕ se detruit

　成長，向上に関したものも別に(→存在)ではないので不可能である。

　　　＊11 croTt　＊11 embellit　＊Il rajeunit　　　　　　　　　・

　また存在の動作に関するものも非人称構文にならない。

　　＊11 marche　＊11 court (走るという意味で)　＊Il nage

　英語でもThere iS～の他にThere十Ｖで存在を表わす形式があるが，これも仏語と類似

の現象を示す。

　　(59) aレThere 6昭凹 ａ riot.

　　　　b.* There ended a riot.

　　(60) a. There rose ａ green monster from the lagoon.

　　　　b.* There sank a green monster into the lagoon･

　　(６Ｄa. There ｒα４ａ man from the building.

　　　　b* There ｒａ几ａman around the track｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｓ～(61)は今井田)による)

　ここで興味深いのは(6Dの例であろう。すなわち同じ動詞が文脈によって存在に至る意味をもつと

可能になり，その意味がないと使えないことである。逆に言うともともとその中心ヽ的な意味が特に存在を

表わすものでない動詞でも存在の意味をもちうる文脈では存在文構文に現われうると言うべきであろう。
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　(62) a. *n court Pierre.

　　　　b. U court d'etΓangesnouvelles.

　又，朝倉氏は次のようなあまり一般的でない例を挙げている(川。

　　(63)Ｏｎ ne saurait guere plus dire s'il continue a pleuvoir ou s'il brule un soleil

　　　　　de feu.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＬＥCLEZIO, DELUGE, 46)

　朝倉氏の言う通り，｢存在を修辞的に表現する限りにおいて，非人称構文が可能｣なのであろう。

11 pleure dans mon coeur. と雨でないものを降らせたように，作家の感性は,ヽ文法を最大限豊

かに用いるであろうから，丹念にさがせば，まだまだめずらしい例を見つけられるのではないかと

思う。しかしここでの問題は存在文の構造がそのような存在の意味を発揮させることが出来るとい

う文法的な事実の方にある。

U｡(ii)

　　さて，上記の非人称構文がIIy a文と共通した構造をもつらしいことは分ったがなお残る

疑問が二点ほどある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　①やはりこれらの文はＳ十Ｖが倒置したものではないか？

　②IIy aの場合は，場所辞のコピーｙを有していたが，これらの文にはないがどうしてか。

　①の疑問は次のような交代が可能であることにもとづく。

　　(Da. Un ･accidentetrange leur est arrive.

　　　　　b.U leur est arrive un accident etrange･

　‘(2 ) a. Une idee m'est venue.

　　　　　b.II m'est venu une idee.

　　（3）ａレUne fumee en est sortie.

　　　　　b.n en ･estsorti une fumee.

　　(4 ) a. Un grand silencese fit.

　　　　b. II se fit’ｕｎgrand silence.

　　(5 ) a. Plusieurs personnes sont venues.

　　　　‘b.n est venu plusieurs personnes･

　　(6 ) a. Des invites arrivent.

　　　　b. U arrive des invites.

　　（1）～（6）のａ．の述部は恒常的状態を表わしているのではないから･，不定冠詞の主語が可

能で，

　　（7）　　＊Unlivre est la table.

のように非文にならない。しかし（６）を定冠詞にかえてみよう。

　　（8）ａ.　Lesinvites arrivent.

　　　　　b.*I1 arrive les invites｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　((6)(8Iは朝倉による)(12)

　　（8）b.は非文になってしまう。前節の非人称構文の例でもそうであるようにＳは基本的に不

特定名詞に限るという制限があるのである。

　この現象は
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　　(9) a.　Ce livre est sur la table.

　　　　b. *I1 y ａ ce livre sur la table.　　　　　　　｡ト　　　　よ

　　(9)a.を(9)b.に変換出来ない現象と平行している。したがって前節非人称構文の一群を独

自の構造Ｖ十Ｓをもつものと考えてよい理由があるのである。

　英語において非常に似かよった存在・生起を表わすThere文があるが、これらも又、不特定

のＳを用いるという制限があるのは偶然ではあるまい。

　　(10) There entered ａ shabby-looking old man.　　　　　、　　　　j

　　(11) There happened ａ strange event.　　　　　　　　　　　‘

　　(12) There lies a great city on the river.　　　　　　　　　　、

　　(13) There once lived ａ man who thought he could fly.　／

　　(14) There stood ａ table in the center of the room.　ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(旧～(14)は｢英文法用例辞典｣(13)による。)

　②のII y aのようにｙがこれらの非人称文にはない々いう疑問に対してはこのように考え

られる。

　まずＬの存在は疑いえないところである。次の文では場所辞が実際に現われている。

　(15) IIentre de la coleredans sa decision.　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ

　(16) IIlui est n6 une fille.
　　　　-
　(17) IIen sortaitdes etincelles.
　　　　－
　(18) II se trouve deux solutions＆a3 probleme.

　現われない場合にも，動詞の存在・生起の意味，さらに義務的な不定の名詞によってＬが言語的

又，非言語的な文脈の中にあることは十分認めることが出来る。(II y a構文でもＬが示されな

いものも多い。)そもそもこのような意味の文では何らかのＬがなければ何の意味もない。

　さてそうならばなぜｙが付加されないのかという形式的な問題が残るが，ここは逆になぜ11

yａ～にｙが参るのか考えてみてもよいだろう。

　ｎｙａの文語体に11 eSt～があることからも分る‘ように, II y aは，本来Ｈ est

と同じものである。 Ｄａｕｚａt04)によれば，最初はavoirのみが単独で使用された。

　(19) Plus fel de lui n'out en sa compagnie.　　(ＣＨＡＮＳＯＮ DE ＲＯＬＡＮＤ)

　しかし次にこれらを明確化するためにｙをそえた，とある。(さらに動詞を提示するために11

を用いて最終的に今日のU y aという一種の決ま_り文句となった。) (14)

　ということは, avoirという動詞がｙをそえてはじめて自動詞並みになるということであろう。

　　　y avoir=！etre

　もっとも形の上では, avoirはどう見ても他動詞である。非人称構文において，Ｓが直接目的語

に近い性質を持つことが朝倉氏によって(Bｒｕｎｏt(15〉をふまえて)指摘されている06)が，筆者は

これを，やはり非人称構文が存在文であって, II y a～と共通の源をもっていることのあらわ

れではないかと考えるがどうであろうか。

　(20) a. J'attends des invites.

　　　　b. Je n'attends pas d'invites.

　(２Ｄ a. II arrive des invites.　　　　　　　　　＝　，

　　　　b. II n'arrive pas d'invites｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(圀闇は朝倉(16)による)
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　　(22)a. U y ａ des invites.

　　　　b. II n'yａ pas d 'invites.

　　((20)～(22)のb.においてdeが現われることに注意)

　そうでなければ，非人称構文のＶが自動詞であることと，Ｓが目的語的であることとの矛盾が説

明出来ない。

Ⅲ

　　ここで，存在文のraison d･etreを考えてみたい。前節まででは，Ｖ＋Ｓという構造は認め

られても，なおＬの位置については特に証明したわけでない。しかしながら次節IV.も含めて

Ｌ十Ｖ十Ｓという語順を設定しておくことは，自然であるという言明しておこう。

　久野氏は存在文がなぜＬ十Ｖ十Ｓの語順をもつのかという問題に対し，「不定な事物の存在を表わ

す際，その存在する場所が普通すでに知られている特定な場所である。(18)」と述べ，「特定な場所

（古い情報）十不定な事物（新しい情報)(18)」という旧から新へという談話の原則から説明している。

　談話の原則についてはすでに久野「談話の文法(19)」，雑誌「言語（2o）」(1981 Vol. 10 N0. 2）

等にくわしく記してあるのでポイントのみにとどめる。。

　一般的に言語は「旧情報」について「新情報」を述べるという形を取る。旧情報（すなわち既知

のこと）ばかり相手に話しても何の意味もないし，「新情報」ばかり述べるということもあり得な

い。電報のような話し方を続けることは不可能である。言語は時間の軸にそって展開される線状的

性格のために，おのずから旧か新を先に言われなければならないが，言語的文脈の中に新情報を配

置するには，相手の理解している旧情報から新情報へという順が最適である。たとえばおとぎ話の

冒頭は典型的な例であろう。

　　（１）昔々，おじいさんとおばあさんがおりました。

（２）

旧

おじいさんは，

旧

新

山へ柴かりに，

一　新

おばあさんは，川へ

旧

たくに行きました。

新

　フランス語もその厳密な構造の中に，旧から新，軽から重への表現手段を様々な形で有している。

ある会話を取りあげよう。

　二人の男が旅行の話をしている。

　　（3）　Ａ:（‥｡）Ｅt votre femme, est-ce qu'elle aime voyager par avion ？

　　（4）Ｂ: Non, elle dit qu'elle est main tenant d'age mur, et qu'elle prefere voyager en voiture.

　　（5）　Ａ: Oui, dans une bonne auto rapide et confortable il est possible de faire de longs

voyages sans se fatiguer.
((3)(4)(5)ぱLinguaphone' '21)による)

この対話のいくつかの部分を取り上げてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　－→　新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　votre femme

elle

elle

elle

①

dit que ・‥

　　　estmaintenant d'age mur,



90 高知大学学術研究報告　第33巻　人文科学

　　　　　　　　　　　　elle

dans une bonne auto

rapide et confortable

　　　　②prefere voyager en voiture.
／　　

il est possible ‥‥
　　　　　　　　　　　恥-・

　votre femme はｅｎｅに代わったあと，主節及び従属節の先頭に来る。つまり文の大きい単位で

も，埋めこまれた小さい単位でも旧情報であるから最初に来る。又，大事なことは，①②／③の位

置で，①はaime voyager par avion が新情報だから文末にあり，②はｅりvoitureが新情報だか

ら(par avionではないので），やはり文末にあり，③は前文のvoyager ｅｎ･voiture をふまえた

上で, une bonne auto…と言っているので，旧情報の位置に来るのが自然である。

このような旧から新へ，情報として軽いものから重要なものへという原則は統辞上の大きい単位

から小さい単位まで非常に強く働いている。

　又，仏語は，統辞上の単位の相互関係をきわめて厳密に述べる言語であるようだが，その代名詞

の用法を見ると，旧情報であることを示すのにその形のみならず，位置によってもそれを表現して

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

( 6 ) a. Je dl:1:2ﾕune poupee i1 Marie.

　　b. Je la donne a Marie.
　　　　　　　／

　　ｃ.　Je la lui donne.

(7) a. Combien de freres avez-vous?

　　b. J'en ai deｕχ.

(8) a. Et§s-vous riche？

　　b.　Oui, je le suis･

（9）ａ.Ｔｕ vas a Paris？

　　　　Ｄ●　uui,J y vais.　　　　　　　　　　　　　　，

　すなわち(6) b. c.等において旧情報を表わす代名詞は，文頭へむかって移動する。

　こうしてみると，旧→新の原則が存在文の形にも適用されていると仮定してよいはずである。

　先ほど述べたように，存在文のＬはたいてい旧情報である６なぜなら，その旧のＬにＳが「在る」

ことを述べる文だからである。Ｓの方は新情報でここに焦点があてられねばならない。II y a～

において，場所辞コピーであるｙは旧情報の位置を占め，Ｓは新情報の位置にあるのは偶然では

な,いだろう。

　ところで仏語のように格変化を失なった言語がＬ十Ｖ十Ｓを表層め構文の一つとしてそのまま広

く許容することは，他の文で首尾一貫しているＳ十Ｖ十（他の要素）という原則にそむくことにな

り，これは一言話の体系の維持にとってゆゆしき問題である。かくて出て来る策が，11十（y）十

Ｖ十Ｓという表現上の要求と，文法上の要求を同時に満たす形式だと思われる。

　この形は，旧→新という語順に出来るということの他に，次の重要な利点を持っている。つまり

　「在る」ということは状態であって静的なものである。フランス語の動調は,名詞とは違って，末

だにその活用語尾をもっている。ということは，名詞と動詞はその一致によって結びつきが強いの

である。ところがll十（y）十Ｖ十Ｓ構文では，何といっても:11が主語なのであるから，も

はや，その結びつきをある程度断ってしまえる。

　　(10) Pierre ｍａｒｃｈｅ.　／Nousmarchons.

　　(11) 11 y ａ un liver.／11 y ａ des livres.
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　(12) II arrive un accident. /Il arriむｅbeaucoup d'accidents.

　したがって動詞の「動き」に関する意味は弱まって，というより，「動き」そのものが，一つの

状態になってしまうのである。このことはフランス語の一特質とよく合致してはいないだろうか。

　フランス語がたとえば動的な(dynamique)ドイツ語と比べて，静的(statique)な言語である

ことは, C. Bally, W. von Wartburg等によっても指摘されている。

　　“Le francais est done bien, dans son attitude en face de la realite, a r oppose de

　l'allemand: bien loin de chercher le devenir dans les choses, il presente les ev6nements

　com me des substances.”（ＢＡＬＬＹ）（22）

　　“Cettetendance a exprimer les evenements et les actions par des siibst.plutot que par

　des verbes” （ＷＡＲＴＢＵＲＧ）

　　と述べ，両者は共にLegrandのStylistique frangaiseからの引用を挙げている。

　(13) a. Us cederent parce qu'on leur promit formellement qu'il ne seraient pas punis｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈ｯ　　　　　　　　　　ご

　　　　b. Us cederent a une promesse formelle d'impunite.

　　さらにまた, Wartburgの挙げるZolaからの引用には，この存在文を用いた恰好の例かある。

　(14) Sur les deux trottoirs, c'etait une hate de pas, des bras ballants. une hate sans

　　　　fin. n y eut une pa心卯ｅか臨。皿即1叩面屁£�1函ひaille, une fui£eeperdue

　　　　dans la boue. (強調筆者）

　ここでは動きはすっかり名詞の中に吸収されてしまっている。

w

　　フランス語には，U y.ａ～や他の非人称構文と違って，主語から始まらないために（つま’

り11がないために），これこそ「倒置」(inversion)と思われているものがあるが，このうち

自動詞（および自動詞化した代名動詞）に関するものは，やはり存在文的な特質を示す。

　　(1 ) Derriere le chateau se trouve une tour.

　これは一般向きのフランス語入門書からとった例であるが，「場所・時間などの副詞（句）が文

頭にきた場合，自動詞・代名動詞（特に主語が長いとき）は倒置されることが多い。」という説

明が付してある(2'1)。確かにその通りなのであるが，何故そうなるのかは書いてない。この種の

タイプの文についての伝統的文法家の記述も，原理が示されていないためにあいまいな印象を受

ける。

　　“Le verbe est parfois mis en vedette, avant le suiet, pour des raisons de style : ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＬＥ－ＢＯＮ　ＵＳＡＧＥ，ＧＲＥＶＩＳＳＥ）（25）

　　“（‥｡)l'inversion du sujet, est certainement due ici au besoin d'equilibrer la phrase, ＆ｕ

　desir de lui donner un “deroule'ment” aise et harmonieux.”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＹＮＴＡχE, LE ＢＩＤＯＩＳ）（26）

　　“Apres un complement indirect l'inversion peut avoir lieu si aucune equivoque n'est

　possible.　Elle sera toute indiquee par le rythme pour eviter que le verbe, place apres

　le sujet, ne tombe court en fin de phrase; ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＧＥＮＩＥ，ＤＡＵＺＡＴ）（27）

　　（1）の倒置は実は存在文の基本的な語順Ｌ十Ｖ十Ｓがそのまま現われたものと考えてはどうだ

ろうか。
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( 1 ) Derriere le chateau se trouve une

Ｌ Ｖ

以下，

　Ｌ：

　Ｖ：

　Ｓ：

tour

Ｓ

　(LlV　　Ｓ　　　　　　Ｌ

このタイプの倒置文を列挙する。 L, V, Sの各要素は次のような特徴をもつ。

　場所，場所的なもの，旧情報

　自動詞，自動詞と同じ働きをする代名動詞，存在に関する意味を含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　●|　新情報としての存在者，存在物，不特定なもの‘(27.5)‘

［存在］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

( 3 ) Au-dessus de la porte, ou seraient les orgues,' se .,tient un jube pour les hommes,

　　　　avec un escalier tournant qui retentit sous les sabots･.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＢＯＶＡＲＹ，p.356）

（4）　Voila ce que je me demandais lorsque mes ｙｅｕχfurent soudain frappes: ａﾘﾚｘ de1摂

　　　　oreilles de ma femme pendaient des perles.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(IMPUDIQUE, p.　102）

（5）　Aux angles, se dressait l'eau-de-vie dans des carafes.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＢＯＶＡＲＹ，p.316）

（6）　；　autour des dirigeants se　fixa, dans la　Gaule septentrionale, une　population

　　　　germanique qui au nord et au nord-est garda sa langue （･･・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(TABLEAU, p. 10)

（7）　En ancien

(11)

(12)

et en francais moderne se sont developpes de nouveaux temps

(TABLEAU, p. 146)composes de deux types

［関係・継起］

（8）Ａ cette valeur de sol(I) dus, se rattache le 琵nS de "solde, prix pave pour un

　　　service" ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 295)

（9）Ｄｅ ｓｏｕｄをle,vient un frangais soudoyeΓ, tahdis que ｓｏtｉｄａｒｄｅＳt�rivedu ｖ. fr. soude.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 295)

（10）　Au maquis brule succedaient plusieurs champs en culture, enclos, selon r usage

　　　du pays, de murs en pierres seches a hauteur d'appui.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＣＯＬＯＭＢＡ，p.855）

A ce cas s'opposent ceux des“etoiles" et de la“ｈｍｅ”dont le nom est toujours

de genre anime.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 221)

(13)･　De cette connaissance depend non seulement laがoire, mais la vie du matador.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’゛　　　　　　　　　　（ＴＡＵＲＡＵχ,p. 22)

［発生・開始］

（14）　Dg cet exemple ressort clairement une difficulte fondamentale de la grammaire

　　　　comparee:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MEILLET, p. 43)
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(15)　Ici commence　la　Bonne　Nouvelle　qui　parle　de　Jesus-Christ, le　Fils　de･ Dieu.

　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(MARC 1-1)

(16)　Au bas de la cote, apres le pont, commence une chaussee plantee de ieunes trembles,

　　　　qui vous mene en droite ligne jusqu'aux premieres maisohs du pays｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＢＯＶＡＲＹ，p.355)

　(17)　Ici commence la difficulte.
　　　　一

　以上一応の分類をしたが，構造はＬ十Ｖ十Ｓ，意味は，｢存在｣であることは，いずれの文にも

共通している。 L, V, Sの諸特性は，先に述べた通りで，これは非人称構文の時ときわめて似か

よっている。これらの文においてはＶは,･通常焦点のある文末の位置をはなれたために，やはり動

りな意味より静的な意味合いが強い。

　この種の倒置文が類似の文脈でII y a構文，非人称文と平行的に現われている例を見ておこう。

C'etait sous　le hangar　de　la　charretterie que　la　table　etait　dressee.　n　y　avait
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＴｍＴ‾

dessus quatre aloyaux, six　fricasses de poulets, du　veau a　la casserole, trois
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　……-一一

Aux angles, se dressait r eau-de-vie dans des carafes.

(18)b.

この部分の英訳をもあわせて見ると，さらにその平行性が確認される。

(BOVARY, p. 355)

The wedding-feast had been laid in　the cart-shed. ０ｎ　the table were four sirloins,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19)a.

six dishes of hashed chicken, some stewed veal, three

a nice roast sucking-pig flanked by four pork sa

he. Quand

with sorrel. Flasks of brandy

　　　　　　　　　　(19)b.((28))

　stood at the corners.

　　(18)a.はII y aを用い（18）b.は倒置文を用いている。(19)a.では先に倒置文が出て，

恐らくは，重ねて倒置を用いるのを避けて（19）b.となっている。(standは物が立っている，

立ててある，あるいは置かれている（be set, placed)意で，ここでは全く静的な意味である。

cf. A big apple tree stands in front of the house. Ａ bench stood in the shade of an apple

tree(29)｡つまりThere iｓ～とさほどかわりはない。）

　さらにまた次の例:

　　（｡. .) Presque　to us　ｃｅｕχqui　montaient la chaloupe furent　noyes.　Une douzaine

seulement put regagner le vaisseau. De ce nombre 6tがent Tamango et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　㎜㎜■･■■㎜㎜㎜㎜　・

le　soleil　se　coucha, ils　virent disparaTtre　le canot　derriere　l'horizon, mais　ce　qu'il

devient, on l'ignore.

　Pourquoi fatiguerais-j･ｅle　lecteur　par　la　description　degoutante　des　tortures　de　la

faim ？　　Vingt personnes environ sur　un espace etroit, tantot ballottees ・par　une　mer

orageuse, tantot brutes par un soleil ardent, se disputent　tous　les　jours　les　faibles



94 高知大学学術研究報告 人文科学

restes de leurs provisions. Chaque morceau de biscuit coute un combat, et le faible

meurt, non parce que le fort le tue, mais parce qｕ'il＼ｌｅlaisse mourir. Au bout de

quelques jours, il ne resta

et Aych礼

一

(20)a.のTamango et Ayche は主人公であるから，

　　　　　　　　　(TAMANGO, p.497)

その意味においては最初から知られて

いるわけだが，助かった人間(une douzaine)の中に入っていたことにおいては新情報である。し

たがってDe ce nombre を旧(une douzaine)に近づけ, Tamango et Ayche を新情報の位置

に配置すればバランスがよい。作者が次節でPourquoi fatiguerais-jele lecteur… といそ

ぐように，ここで前景に押し出されたTamangoとAycheの存在の効果がうすれないうちにも

う一度(20)b.の同類の構文へひきつがれていく。

　旧情報から新情報へという一般的な談話の原則にそっ七いるために，これらの倒置文は調和がと

れ，かつ頻繁に出るものではないためか，ある種の新鮮な印象がある。
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(22) C. Bally :　Linguistique Generale et Linguistique Francaise (Francke Verlag), Bern,

　　　1965, p. 356.

（23）　W. von Wartburg: Evolution et Structure de la Langue Frangaise. (Francke ｖｅｒｌａｇ），

　　　Bern, 1946, p. 265.

(24)鈴木豊「フランス語の基礎」（研数書院), 1973, p.!74.｡
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